
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ解析のための測定データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０９月１０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＯＤＦ解析としては、ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ＭＴＥＸ， 

   ｐｏｐＬＡなどがあるが、入力データフォーマットは異なります。 

   極点測定データは、ｒａｗ，ａｓｃ，ｒａｓ，ｒａｓＸ，ｕｘｄ，ｘｒｄｍｌなどがある。 

   この測定データからＯＤＦ解析入力データは、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ除去、吸収補正、Ｄｅｆｏｃｕｓ 

補正、ＲＤ補正、平滑化などの処理を行って作成する。 

ＣＴＲソフトウエアでは、測定データからＯＤＦ解析の入力データを作成する。 

ＣＴＲソフトウエアの各種処理を行うＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアの基本はａｓｃデータ  

を入力し、ＴＸＴ２データ（α,β、Ｉｎｔｅｎｓ）を作成、ファイル名は指数で始まる。 

ａｓｃ以外の極点データは変換ソフトウエアが行います。 

各種ＯＤＦ入力データは、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでＴＸＴ２を入力として作成しています。 

 

 

各メーカ別データの流れ 

    

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアは、ａｓｃ，ｕｘｄ，ｘｒｄｍｌファイルを入力 

図中の Rigakudataconverterから ascは、2021/8/30にはサポートされていません。 

 

ＳｍａｒｔＬａｂでは、測定時、ｒａｓ＋ａｓｃであったが現在はバイナリファイルｒａｓＸに統一されている 

  

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア 

 

ａｓｃフォーマット（直接読み込み） 

  

ｕｘｄフォーマット（間接読み込み） 

  

ｘｒｄｍｌフォーマット（間接読み込み） 

  

 

 



ｒａｓフォーマット 

 ｒａｓデータの場合、事前に、ＲａｓｔｏＡｓｃソフトウエアでｒａｓ－＞ａｓｃ変換を行う。 

 ａｓｃ、ｕｘｄ，ｘｒｄｍｌに比べ扱いにくい 

  

ｂａｃｋｇｒｏｕｄの扱い 

 ａｓｃフォーマットは、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが登録されている。 

  

 ｕｘｄフォーマットは、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが登録されている。 

  １つのファイルに複数の極点図が登録されている。 

  （２θ角度は登録されているが指数はなしのためＭａｒｅｒｉａｌから変換） 

  

 ｘｒｄｍｌフォーマットは、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが登録されていないため、 

  極点図ファイルとｂａｃｋｇｒｏｕｎｄファイルを読み込む 

 

 ｒａｓフォーマットは、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが登録されている。 

 

 ｒａｓＸフォーマットは、バイナリーの為、直接扱えない 

  リガクデータコンバターでｒａｓフォーマットに変換する 

  （コンバータでＡｓｃにも変換できるがバックグランドが欠落している（2021年 8月）） 

  ＡＳＣファイルにバックグランドが欠落しているため 

  ｒａｓＸ―＞リガクコンバータ－＞ｒａｓ－＞ＲａｓＰＦｔｏＡｓｃ－＞ＡＳＣ 

  ｒａｓＸになり更に扱い難くなってしまった。 

 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが登録されていない場合、極点図、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄファイルを 

    ａｓｃに変換後結合する。 

 

 



ＯＤＦ向けファイル作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ａｓｃデータの取り込み 

 

 

 

 選択した極点図が表示され、ファイル名が表示されます。 

 Background部の DoubleModeにチェックされています。 

 Backgroundの bg1,bg2が測定されています。 

 



ｕｘｄデータの取り込み 

 

ファイルの先頭に指数付加 

ｕｘｄファイルには指数が登録されていないため、２θ角度から取り込んでいます。 

 

 Background部は DoubleModeがチェクされています。 

 

 



 

 

ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの左側が異常に盛り上がっています。BGMode-Defocusで修正 

 

 測定データのα60->90のデータからバックグランドを計算 

  

水色：計算したバックグランド 


